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経
営
の
持
続
可
能
性

　

邦
銀
の
低
収
益
性
問
題
は
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
金
融
シ
ス
テ
ム
危
機
の
頃
か
ら
長

ら
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
目
新
し

い
論
点
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
2
0
1
6

年
2
月
か
ら
日
銀
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
金
融
機
関
の
低
収

益
性
問
題
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
し
ま
っ

た
。
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
（
利
回
り
曲
線
）

の
低
下
を
受
け
て
、
貸
出
金
利
に
は
低
下

圧
力
が
か
か
る
一
方
、
対
顧
客
の
預
金
金

利
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

金
融
機
関
に
と
っ
て
、
預
金
が
ま
す
ま
す

も
う
か
ら
な
い
商
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
本
業
で
あ
る
顧
客
業
務
の
収
益

性
低
下
に
拍
車
が
掛
か
っ
た
。
16
年
度
の

全
国
銀
行
の
資
金
収
支
は
、
対
前
年
で

3
・
5
％
減
少
し
た
。
全
国
銀
行
1
1
5

行
の
う
ち
、
約
8
割
（
96
行
）
で
資
金
収

支
が
減
少
し
た
。
こ
の
主
因
は
預
貸
利
ざ

や
の
縮
小
で
あ
る
。

　

金
融
庁
の
15
事
務
年
度
金
融
リ
ポ
ー
ト

で
は
、
人
口
減
少
を
背
景
と
し
て
、
地
域

銀
行
に
と
っ
て
本
業
で
あ
る
顧
客
サ
ー
ビ

ス
部
門
の
利
益
は
、
約
10
年
後
の
25
年
に

は
6
割
を
超
え
る
地
域
銀
行
で
赤
字
に
転

落
す
る
と
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ

れ
た
。
今
日
の
地
域
金
融
機
関
は
、
人
口

減
少
と
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
い
う
「
二
つ
の

深
刻
な
マ
イ
ナ
ス
環
境
」
に
直
面
し
て
い

る
と
言
え
る
。

　

金
融
庁
の
15
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針

で
は
、
金
融
行
政
が
目
指
す
姿
と
し
て
、

金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
を
促
し
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
金

融
仲
介
機
能
を
果
た
す
各
金
融
機
関
が
、

持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
動
す
る
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
レ
ス
時
に
お
い
て
も
経
営
の
健
全
性

を
確
保
し
、
金
融
仲
介
機
能
を
十
分
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
自
己
資
本
の
充
実
等
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
耐
性
強
化
の
重
要
性
を
強

調
す
る
。
こ
の
た
め
に
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
以
下

R
A
F
）」
の
構
築
・
運
用
を
通
じ
た
リ

ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

銀
行
経
営
と
リ
ス
ク

求
め
ら
れ
る
正
し
い
ア
ペ
タ
イ
ト

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金
融
戦
略
室
長

杉
山
敏
啓

解 説

　
地
域
金
融
機
関
に
と
っ
て
事
業
貸
出
は
重
要
な
本
業
分
野
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
貸
倒
損
失
は
、
本
業
を
営
む
上

で
必
要
コ
ス
ト
で
あ
る
。
有
価
証
券
運
用
は
本
業
収
益
を
カ
バ
ー
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、
米
金
利
上
昇
で
多
額
の

外
債
運
用
損
が
生
じ
た
地
銀
が
現
れ
て
、
金
融
庁
が
警
戒
を
強
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。
金
融
機
関
の

経
営
者
は
、
意
識
し
て
と
り
に
ゆ
く
リ
ス
ク
と
、
意
識
し
て
回
避
す
る
リ
ス
ク
を
峻し

ゅ
ん
べ
つ別

す
べ
く
、
自
身
の
存
立
目
的
に
則

し
た
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
思
想
」（
意
識
し
て
リ
ス
ク
を
と
る
分
野
と
回
避
す
る
分
野
と
を
峻
別
す
る
思
想
）
を
い
ま

一
度
明
確
に
し
て
、
経
営
に
生
か
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

す
ぎ
や
ま
・
と
し
ひ
ろ　
三
和
総
合

研
究
所
入
社
。三
和
銀
行
事
業
調
査

部
出
向
、U
F
J
総
合
研
究
所
銀
行

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
を
経
て
現
職
。

専
門
は
金
融
機
関
の
経
営
管
理
、金

融
シ
ス
テ
ム
分
析
な
ど
。日
本
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
検
定
会
員
。主
著

「
銀
行
の
次
世
代
経
営
管
理
シ
ス
テ

ム
」（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）な
ど
。
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地
銀
や
信
金
、
信
組
な
ど

の
国
内
で
活
動
す
る
金
融
機

関
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

や
地
場
産
業
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
が
、
金
融
機
関
自

身
の
経
営
健
全
性
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
と
の
基
本
認
識

で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
人

口
減
少
や
高
齢
化
、
金
利
低

下
等
に
よ
る
地
域
金
融
機
関

の
収
益
力
低
下
に
懸
念
を
示

し
た
上
で
、
各
金
融
機
関
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
与
え
る

影
響
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的

な
経
営
戦
略
の
策
定
・
実
行

を
求
め
て
い
る
。

リ
ス
ク
を
と
る
態
度

　

銀
行
等
の
金
融
機
関
は
、

リ
ス
ク
を
と
っ
て
リ
タ
ー
ン

を
挙
げ
る
性
質
の
産
業
で
あ

り
、
意
識
し
て
リ
ス
ク
を
と

る
べ
き
分
野
と
、
リ
ス
ク
回

避
を
図
る
べ
き
分
野
を
峻
別

し
た
経
営
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
収
益
獲
得
を
目
的
と
し

て
、
意
識
的
に
リ
ス
ク
を
と

る
態
度
の
こ
と
を
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
と
呼
ぶ
。

　

R
A
F
と
は
、
金
融
機
関
が
過
度
な
リ

ス
ク
テ
ー
ク
に
走
ら
な
い
よ
う
に
、
適
切

な
リ
ス
ク
を
と
る
態
度
を
設
定
・
管
理
す

る
金
融
機
関
の
内
部
管
理
体
制
を
総
体
的

に
指
す
概
念
で
あ
る
。
世
界
的
金
融
危
機

の
反
省
と
し
て
、
欧
米
大
手
金
融
機
関
で

は
R
A
F
の
導
入
と
運
用
強
化
が
図
ら
れ

た
。
13
年
11
月
に
は
金
融
安
定
化
理
事
会

が
R
A
F
諸
原
則
を
発
表
し
、
世
界
の
金

融
当
局
お
よ
び
金
融
機
関
に
対
し
て

R
A
F
の
構
築
・
運
営
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、

大
手
金
融
機
関
で
は
R
A
F
の
普
及
が
進

ん
だ
経
緯
が
あ
る
。

　

本
邦
金
融
行
政
で
は
、
13
年
9
月
に
発

表
さ
れ
た
金
融
庁
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

基
本
方
針
に
お
い
て
、
主
要
行
等
を
対
象

と
し
て
、
R
A
F
の
構
築
状
況
等
が
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
項
目
に
さ
れ
た
。
15
年
9
月
に

発
表
さ
れ
た
金
融
行
政
方
針
に
お
い
て
は
、

大
手
金
融
機
関
（G

－
SIFIs

）
を
対
象

と
し
て
、
R
A
F
が
検
査
項
目
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
金
融
行
政
で
は
、
R
A
F
は

大
手
金
融
機
関
を
対
象
と
し
た
枠
組
み
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
表
1
）。

大
手
の
運
営

　

R
A
F
諸
原
則
や
金
融
行
政
方
針
な
ど

を
背
景
に
、
わ
が
国
の
大
手
金
融
機
関
で

は
R
A
F
の
構
築
・
導
入
が
進
み
、
内
部

管
理
手
法
と
し
て
定
着
を
見
て
い
る
。

R
A
F
は
、
統
合
リ
ス
ク
管
理
態
勢
、
経

営
計
画
の
策
定
、
リ
ス
ク
資
本
配
賦
、
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
、
リ
ス
ク
定
量
化
に
よ
る

リ
ス
ク
テ
ー
ク
状
況
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
管
理
な
ど
を

含
む
広
範
な
概
念
で
あ
る
（
図
表
2
）。

　

R
A
F
を
導
入
す
る
金
融
機
関
で
は
、

そ
の
枠
組
み
や
計
数
計
画
等
を
文
書
化
し

た
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
（
R
A
S
）」
を
作
成
す
る
。

R
A
S
は
取
締
役
会
決
裁
文
書
と
し
て
定

期
的
に
更
新
・
承
認
さ
れ
る
。
R
A
S
は

金
融
機
関
内
部
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
株
主
や
金

融
当
局
な
ど
の
外
部
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

R
A
S
を
見
れ
ば
、
収
益
計
画
等
と
併
せ

て
、
金
融
機
関
が
意
識
的
に
と
ろ
う
と
し

て
い
る
リ
ス
ク
の
種
類
と
量
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

中
小・地
域
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理

　

中
小
・
地
域
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、

金
融
当
局
が
R
A
F
を
検
査
項
目
と
は
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
義
務
的
な
取
り
組
み

に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
自
主
的
取
り
組
み

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

RAFの定義

平成25事務年度
金融モニタリング
基本方針
2013年9月

主要行等 中小･地域
金融機関

RAFの言及なし経営陣等がグループの経営戦略等を踏まえて進ん
で受け入れるリスクの水準について対話･理解･評
価するためのグループ内共通の枠組み

【SIFIs及びその他の主要行等に対する金融モニタリング】
･経営戦略：中期経営計画の重要施策、計数目標、リスクアペタイト
フレームワークの構築状況等。

平成26事務年度
金融モニタリング
基本方針
2014年9月

経営陣等がグループの経営戦略等を踏まえて進ん
で受け入れるリスクの水準について対話･理解･評
価するためのグループ内共通の枠組み

【主要行等に対する監督･検査】
･特にG-SIBs等については、リスクアペタイトフレームワークを構築
し、経営方針の策定や収益管理等の決定にも活用しているか、検
証する。

平成27事務年度
金融行政方針
2015年9月

自社のビジネスモデルの個別性を踏まえたうえで、
事業計画達成のために進んで受け入れるべきリス
クの種類と総量を「リスクアペタイト」として表現し、
これを資本配分や収益最大化を含むリスクテイク
方針全般に関する社内の共通言語として用いる経
営管理の枠組み

【グローバルに活動する金融機関】
･特に、3メガバンクグループや大規模証券会社グループ等について
は、ストレス時の金融仲介機能の十分な発揮がより重要であるこ
とを踏まえ、以下の点について検証する。
a）リスクアペタイトフレームワークの構築を通じ、経営レベルでのリ
スクガバナンスの強化を図っているか（将来の経済や市場のスト
レスを勘案したきめ細かな収益管理や機動的な経営方針･資本
政策の見直しを含む）

RAFの言及なし平成28事務年度
金融行政方針
2016年10月

（出所）金融庁発表各資料より

〈図表1〉金融行政方針等におけるリスクアペタイト･フレームワークの位置付け
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財
務
計
画
の
策
定
、
リ
ス
ク
資
本
配
賦
、

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
な
ど
は
、
総
体
と
し
て

R
A
F
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
各
金
融
機
関
が
実

施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
既
存

の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ

た
い
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
R
A
F
の
導
入

が
有
益
で
あ
る
た
め
、
大
手
の
地
域

銀
行
を
中
心
に
、
自
主
的
取
り
組
み

と
し
て
R
A
F
を
採
り
入
れ
る
事
例

は
増
え
つ
つ
あ
る
。
金
融
持
ち
株
会

社
で
グ
ル
ー
プ
化
し
た
銀
行
で
は
、

経
営
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
グ
ル
ー

プ
共
通
化
を
図
る
こ
と
を
主
目
的
に

R
A
F
を
導
入
す
る
事
例
が
見
ら
れ

る
。
単
独
銀
行
で
は
、
経
営
計
画
策

定
プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化
を
図
り
、
経

営
計
画
策
定
と
進
捗
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
お
い
て
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を
一

体
的
に
管
理
す
る
た
め
の
手
法
と
し

て
、
R
A
F
を
導
入
し
た
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
。

ア
ク
セ
ル
と
し
て
利
用

　

欧
米
大
手
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、

R
A
F
は
過
度
な
リ
ス
ク
テ
ー
ク
に

対
す
る
け
ん
制
、
す
な
わ
ち
ブ
レ
ー

キ
と
し
て
導
入
・
運
用
が
強
化
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
邦
金

融
機
関
は
、
貸
し
出
し
を
伸
ば
し
て
信
用

リ
ス
ク
を
と
り
た
い
の
だ
が
、
企
業
の
資

金
調
達
需
要
が
弱
く
、
信
用
リ
ス
ク
テ
ー

ク
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
悩

み
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ブ

レ
ー
キ
と
し
て
の
R
A
F
の
役
割
を
援
用

し
て
、
意
識
的
に
と
る
べ
き
リ
ス
ク
領
域

を
選
定
し
て
行
内
共
通
認
識
と
す
る
た
め

に
、
い
わ
ば
ア
ク
セ
ル
と
し
て
利
用
す
る

ニ
ー
ズ
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

経
営
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
金

融
機
関
と
し
て
目
指
す
べ
き
収
益
を
達
成

す
る
た
め
に「
ど
の
分
野
を
伸
ば
す
の
か
」

と
い
う
議
論
が
必
ず
伴
う
。
金
融
機
関
に

と
っ
て
「
伸
ば
す
分
野
」
と
は
「
リ
ス
ク

を
と
る
分
野
」
と
同
義
で
あ
る
。
つ
ま
り

経
営
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
金
融

機
関
が
意
識
的
に
リ
ス
ク
を
と
る
態
度
に

つ
い
て
の
議
論
が
包
含
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

R
A
F
導
入
金
融
機
関
で
は
、
経
営
計

画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
翌
期
の
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
議
論
す
る
た
め
、
伸
ば

す
分
野
の
決
定
に
際
し
て
、
リ
ス
ク
ア
ペ

タ
イ
ト
思
想
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

R
A
F
非
導
入
金
融
機
関
で
も
、
経
営

計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
思
想
そ
の
も
の
は
必
要
で
あ
り
、

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
と
い
う
用
語
を
用
い

て
お
ら
ず
と
も
、
従
前
よ
り
考
慮
さ
れ
て

き
た
。
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
領
域
は
、
リ

ス
ク
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
（
信
用
リ
ス
ク
、
市

場
リ
ス
ク〈
金
利
リ
ス
ク
と
為
替
リ
ス
ク
〉、

株
価
リ
ス
ク
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス

ク
）
に
分
類
さ
れ
る
。
信
用
リ
ス
ク
領
域

に
つ
い
て
は
、
事
業
貸
出
、
個
人
住
宅
ロ

ー
ン
、
個
人
消
費
者
ロ
ー
ン
な
ど
に
区
分

さ
れ
る
。
事
業
貸
出
に
つ
い
て
、
中
小
・

地
域
金
融
機
関
で
は
16
年
よ
り
金
融
仲
介

機
能
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
地
元
・
非
地
元
、

メ
イ
ン
・
非
メ
イ
ン
の
よ
う
な
領
域
に
分

け
て
考
え
る
と
、
実
務
的
な
リ
ス
ク
ア
ペ

銀行のリスク･リターン管理に
関する枠組み全体を指す

銀行の経営理念やリスクカル
チャーに基づくリスク･リターン
方針を定め、リスク･リターン指
標の目標を定めた文書

リスク･リターン指標の目標に
基づいて計数計画を策定
計数計画を実現する戦略、施策
を策定

メインシナリオを前提とした経
営計画について、ストレス下の
影響度を計測し、経営計画の
ダウンサイドリスクを検証

リスクアペタイト･フレームワーク（RAF）

リスクアペタイト･ステートメント（RAS）

リスク･リターン指標の目標

計画の策定

リスク資本配賦制度

配賦経済資本
（リスクキャパシティ）

期中進捗管理･モニタリング

使用経済資本
（リスクプロファイル）

経営計画

計画の検証

自己資本充実度検証
の統合ストレステスト

収益計画
バランスシート計画
所要経済資本
（リスクアペタイト）

･目的と定義
･基本方針とリスクカルチャー
･リスクの定義と計測手法
･リスク管理態勢
･リスクアペタイトの設定と管理
･計数計画

統合リスク
管理規程類

メイン
シナリオ

ストレス
シナリオ

（出所）筆者作成

〈図表2〉リスクアペタイト･フレームワークの全体像

経営資源

部門･セグメント

信用リスク資本

営業店部門（顧客向けサービス業務）

事業貸出先
地元

預金・手数料収益

法人純預金先
地元 非地元

個人ローン先

個人純預金先

事業貸出先
非地元

預金・手数料収益

法人純預金先

市場リスク資本

市場ALM部門

有価証券市場型間接金融
大企業大口融資

地
元
リ
レ
バ
ン
事
業
貸
出
先

（出所）筆者作成

〈図表3〉リスクアペタイト思想による経営資源配分の検討イメージ
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タ
イ
ト
議
論
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
（
図
表

3
）。

　

自
己
資
本
比
率
が
高
く
経
営
体
力
が
あ

る
金
融
機
関
の
場
合
、
貸
出
業
務
に
つ
い

て
は
地
元
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ

ン
グ
（
地
域
密
着
型
）
貸
出
も
、
県
外
貸

出
も
、
協
調
融
資
（
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー

ン
）
も
、
個
人
ロ
ー
ン
も
と
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
業
務
を
全
力
で
伸
ば
す
よ
う
な
経

営
計
画
を
立
案
し
た
り
、
市
場
部
門
に
つ

い
て
も
で
き
る
限
り
ス
ト
レ
ッ
チ
し
た
運

用
計
画
を
策
定
す
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
「
全
分
野
を
全
力
で

や
り
ま
す
」
で
は
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト

の
め
り
は
り
が
つ
い
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
こ
れ
で
は
、
金
融
機
関
の
主
た
る
存

立
目
的
と
は
違
う
分
野
で
過
剰
な
リ
ス
ク

を
と
り
、
リ
ス
ク
顕
在
時
に
自
己
資
本
を

毀き
そ
ん損

す
る
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
。

　

金
融
機
関
は
、
限
ら
れ
た
自
己
資
本
と

経
営
資
源
を
、
い
ず
れ
の
分
野
に
振
り
向

け
る
の
か
優
先
順
位
を
付
け
、
自
ら
の
存

立
目
的
に
則
し
た
選
択
と
集
中
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
金
融
仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
を
提
唱
す
る
金
融
庁
は
、
地
元
企

業
に
対
す
る
事
業
貸
出
が
、
地
域
金
融
機

関
に
と
っ
て
の
「
一
丁
目
一
番
地
」
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
米
金
利
上
昇
の
影
響

を
受
け
、
17
年
に
な
っ
て
外
債
運
用
で
損

失
が
顕
在
化
し
た
地
域
銀
行
が
現
れ
た
。

こ
う
し
た
市
場
運
用
部
門
の
失
敗
が
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
、
本
業
で
あ
る
地
元
事
業
貸

出
で
の
リ
ス
ク
テ
ー
ク
余
力
が
低
下
し
て

し
ま
う
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、

自
ら
の
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
思
想
を
見
誤

っ
た
行
動
の
結
果
で
あ
り
、
失
敗
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

ブ
レ
ー
キ
と
し
て
の
役
割

　

経
営
計
画
策
定
後
の
期
中
運
営
で
は
、

取
締
役
会
が
策
定
・
承
認
し
た
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
に
則
し
た
リ
ス
ク
テ
ー
ク
行
動

の
履
行
が
求
め
ら
れ
る
。
い
く
ら
貸
し
出

し
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
順
調
に
伸
び
て
貸
出
利

息
収
入
が
得
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
が
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
を
超
過
し
た

リ
ス
ク
テ
ー
ク
だ
と
す
る
と
、
慎
重
に
な

る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
思

想
を
金
融
機
関
経
営
に
生
か
す
た
め
に
は
、

経
営
計
画
策
定
後
の
期
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
重
要
に
な
る
。
現
実
に
と
っ
て
い
る
リ

ス
ク
の
種
類
と
量
の
こ
と
を
「
リ
ス
ク
プ

ロ
フ
ァ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
が
、
自
ら
の
期
中

リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
が
、
期
初
に
経
営

が
設
定
し
た
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
に
則
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、

リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
状
況
な

ど
を
リ
ス
ク
所
管
部
署
が
把
握
し
、
適
切

な
ア
ラ
ー
ム
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

先
進
的
銀
行
で
は
自
行
内
部
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
な
与
信
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
状
況
を
定

量
評
価
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

収
益
管
理
シ
ス
テ
ム
や
信
用
リ
ス
ク
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
れ
ば
、
刻
々
と
変
化

す
る
信
用
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
設
計
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
図
表
4
に
例
示
す
る
が
、
与
信
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
全
体
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

情
報
に
加
え
て
、
主
要
セ
ク
タ
ー
別
の
情

報
が
有
益
で
あ
る
。
与
信
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
収
益
性
を
犠
牲
に
し
た
過
剰
な
リ
ス

ク
テ
ー
ク
が
進
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
新

規
与
信
取
引
を
意
識
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
な
ど
の
対
応
を
と
り
、
リ
ス
ク
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
を
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

計
画
を
一
体
的
に
策
定

　

従
前
の
金
融
機
関
で
は
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
・
シ
ェ
ア
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
預
貸
ボ
リ
ュ
ー
ム
等
の
バ
ラ
ン

主要セクター別
… 不動産業 …

貸出額
（数値、項目等は仮設例）

全行計

前期比

信用リスクアセット

新規取組額
与信構成比
上位10社与信構成比
RWA構成比
平均RW
平均PD
平均LGD

収益性 RORA
RAROA

収益÷RWA
収益÷与信残高

333
100%
6%

100%
68%
0.98%
43%

0.50%
0.66%

+71
---　
+0%
---　
-2%

-0.05%
-1%

-0.01%
-0.01%

前期比

23%
76%
1.20%
41%

0.45%
0.66%

200
19%
10%

+15
+2%
+0%
+3%
+2%

+0.20%
+1%

-0.05%
-0.04%

新規取組額は順調に増加しているが、貸出ポートフォリ
オ全体としては業種集中度が高まっている
収益性を犠牲にした残高拡大であり、信用リスクパラメ
ーターは悪化の方向性にあり、注意が必要

（出所）筆者作成

〈図表4〉信用リスクプロファイルの期中モニタリングシート

ボリューム・シェア戦略

従　

前

本　

来

預貸ボリューム等
バランスシート計画

【リスクアペタイト】
バランスシート計画のための
リスク資本計画

【財務計画】
リスク資本制約の下での
収益計画

【事業戦略】
収益計画を達成するための
バランスシート計画

収益計画

経営計画

自己資本計画

リスクアセット計画

自己資本比率

自己資本計画

リスクアセット計画

自己資本比率

（出所）筆者作成

〈図表5〉経営計画の策定プロセス
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ス
シ
ー
ト
計
画
を
先
に
決
め
て
、
こ
れ
に

従
属
す
る
形
で
収
益
計
画
が
作
ら
れ
る
と

い
う
手
順
を
踏
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
計
画
を
踏
ま
え
た
所
要
リ

ス
ク
資
本
計
画
は
、
後
付
け
的
に
作
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
預
貸
ボ
リ
ュ

ー
ム
は
、
金
融
機
関
経
営
と
し
て
追
求
す

る
最
終
的
な
目
標
計
数
で
は
な
い
。
本
来

の
最
終
目
標
は
収
益
で
あ
る
。

　

収
益
の
拡
大
を
図
る
に
は
、
そ
の
手
段

と
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
拡
大
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
拡

大
と
は
、
リ
ス
ク
テ
ー
ク
の
拡
大
を
意
味

す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
計
画
に
見

合
っ
た
所
要
リ
ス
ク
資
本
を
持
つ
必
要
性

を
伴
う
。
こ
の
よ
う
に
「
収
益
計
画
→
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
計
画
→
リ
ス
ク
資
本
計

画
」
は
本
来
一
体
的
に
策
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
（
図
表
5
）。

　

R
A
F
導
入
金
融
機
関
で
は
、
リ
ス
ク

ア
ペ
タ
イ
ト
、
財
務
計
画
、
事
業
戦
略
の

総
体
が
経
営
計
画
で
あ
る
と
定
義
し
て
お

り
、
一
体
的
に
策
定
す
る
。
こ
れ
は

R
A
F
導
入
が
も
た
ら
す
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。
経
営
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
の

高
度
化
と
い
う
視
点
か
ら
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
多
く

の
金
融
機
関
に
と
っ
て
有
益
で
あ
ろ
う
。


